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研究背景

マングローブ林の土壌有機物はなぜ分解しにくい？
研究期間：2015年～

実験概要

結果と考察

マングローブ林は熱帯・亜熱帯でもっとも土壌有機物貯留能力が高い

• 同緯度の陸上森林の数倍の土壌有機物量（単位面積当たり）

• 従来は還元的環境が主要因と考えられていたが，実は多くの反例あり

• 陸上土壌・海洋堆積泥で議論される有機物保存メカニズムをマングローブで

も検証の余地あり

マングローブ林の土壌有機物はなぜ長期間にわたり分解されずに保存されるのか，

そのメカニズムを解明したい

石垣島・タイ王国のマングローブ林において，

各種有機物保存メカニズムの検証

1. 嫌気状態による土壌有機物分解遅延

2. 土壌有機物の化学構造特性による難分解性

3. 土壌鉱物による土壌有機物の物理的保護

4. 土壌鉱物と土壌有機物との化学的相互作用

5. 海水塩による土壌有機物の凝集沈殿
有機質土壌（ピート）か鉱質土壌
かで主要なメカニズムは異なる

フェノール性物質の選択的保存
化学構造特性も一因

マングローブ土壌を真水で洗浄
すれば土壌有機物が溶け出す
普段は海水塩で凝集沈殿して
保持されている

洗浄回数

実験2番に関連 実験5番に関連実験3, 4番に関連

マングローブの土壌有機物は
土壌鉱物との結合度合いが色々
より強く結合しているほど
分解が遅い可能性

「フリー」型 鉱物結合型
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研究背景

天然水は有機分子のスープ
研究期間：2012年～

実験概要

結果と考察

ひと救いの水の中には数万の有機物が溶けていて，水圏生態系において様々な

超重要な役割を果たしている

• これらは“溶存有機物”と呼ばれる

• 従属栄養微生物へのエネルギー源，必須微量金属元素とキレート，太陽光吸収…

• この役割は溶存有機物を構成する分子種によって変わる

溶存有機物の運命（生成，変質，分解等のダイナミクス）がどうやって決まるのか，

それを明らかにしたい

琵琶湖・石垣島・タイ・スコットランド・

モンゴル・ロシア・南極の湖沼・河川と広範な

陸水環境において研究

南極大陸の「露岩域」においては
大小様々な数百の湖沼が点在する

例えば南極の研究では，湖沼の溶存有機物の

分子レベルでの多様性がどのように決まるのか

を研究

超高分解能の質量分析計による解析結果
湖水の滞留時間が長い塩湖では，不飽和成分や
芳香族性成分が光分解して選択的に消失する

塩濃度またはpHの上昇に伴い
各湖の溶存有機物のα多様性は低下し
湖間の差異（β多様性）は上昇する
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